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大
学
院
博
士
課
程
修
了
者
の
就
職
確
保
と
研
究
条
件
改
善
に
関
す
る
質
問
主
意
書

大
学
院
博
士
課
程
を
修
了
し
て
も
安
定
し
た
研
究
職
に
つ
け
ず
、
ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
（
ポ
ス
ド
ク
、
短
期
雇
用
の
博
士
研
究

員
）
や
大
学
の
非
常
勤
講
師
を
繰
り
返
す
な
ど
、
「
博
士
の
使
い
捨
て
」
と
い
う
事
態
が
広
が
っ
て
い
る
。
研
究
者
と
し
て
の

夢
を
も
て
な
い
現
実
に
、
大
学
院
博
士
課
程
へ
の
進
学
者
も
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
学
術
と
社
会
の
発
展
に
か
か

わ
る
重
大
問
題
で
あ
る
。

菅
首
相
は
、
六
月
十
一
日
の
所
信
表
明
演
説
で
「
若
者
が
夢
を
抱
い
て
科
学
の
道
を
選
べ
る
よ
う
な
環
境
整
備
」
を
い
っ
て

い
た
が
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
た
め
に
も
こ
の
問
題
の
解
決
は
急
務
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
大
学
院
博
士
課
程
修
了
者
の
就
職
確
保
と
研
究
条
件
改
善
に
関
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

日
本
学
術
会
議
は
、
今
年
四
月
に
発
表
し
た
『
日
本
の
展
望－

学
術
か
ら
の
提
言
二
〇
一
〇
』
で
、
「
大
学
院
で
研
究
者

と
し
て
育
っ
た
者
が
研
究
者
と
し
て
働
く
場
を
適
切
な
形
で
十
分
に
確
保
で
き
な
い
と
い
う
点
で
、
若
手
研
究
者
問
題
は
深

刻
」
「
博
士
課
程
に
進
学
す
る
と
就
職
の
間
口
が
狭
ま
り
、
博
士
号
を
取
っ
て
も
キ
ャ
リ
ア
に
お
い
て
そ
れ
ほ
ど
有
利
に
な

ら
な
い
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
「
こ
う
し
た
状
況
を
部
分
的
に
で
も
打
開
で
き
な
い
と
、
『
科
学
技
術
立
国
』

と
し
て
の
日
本
の
将
来
は
暗
い
。
放
置
す
れ
ば
欧
米
諸
国
の
み
な
ら
ず
新
興
諸
国
に
対
し
て
も
、
日
本
は
学
術
の
国
際
的
な

一



地
位
を
喪
失
し
か
ね
な
い
」
と
警
告
し
て
い
る
。
政
府
は
、
こ
う
し
た
認
識
を
共
有
す
る
か
。

二

政
府
は
、
昨
年
末
に
発
表
し
た
「
新
成
長
戦
略
」
で
、
「
理
工
系
博
士
課
程
修
了
者
の
完
全
雇
用
」
を
か
か
げ
た
が
、
未

だ
に
具
体
的
な
対
策
は
見
え
て
こ
な
い
。
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
「
理
工
系

博
士
課
程
修
了
者
の
完
全
雇
用
」
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
大
学
や
独
立
行
政
法
人
研
究
機
関
の
若
手
研
究
者
ポ
ス
ト
を
増

や
す
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

三

「
新
成
長
戦
略
」
は
、
人
文
・
社
会
科
学
系
の
博
士
課
程
修
了
者
の
就
職
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
な

ぜ
か
。
人
文
・
社
会
科
学
系
の
博
士
課
程
修
了
者
の
就
職
難
も
深
刻
だ
。
博
士
課
程
修
了
後
、
大
学
非
常
勤
講
師
な
ど
不
安

定
雇
用
と
低
賃
金
に
あ
え
い
で
い
る
研
究
者
も
数
万
人
に
の
ぼ
る
。
人
文
・
社
会
科
学
系
の
博
士
課
程
修
了
者
の
就
職
難
の

問
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
ろ
う
と
し
て
い
る
か
。

四

博
士
課
程
を
修
了
し
て
も
就
職
で
き
な
い
「
博
士
の
就
職
難
」
は
、
大
学
院
生
倍
加
政
策
に
よ
る
院
生
の
増
加
に
見
合
っ

て
、
政
府
が
、
就
職
先
を
確
保
す
る
施
策
を
と
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
ど
う

か
。
と
り
わ
け
、
大
学
や
独
立
行
政
法
人
研
究
機
関
が
、
若
手
の
新
規
採
用
を
激
減
さ
せ
た
こ
と
が
事
態
を
深
刻
に
し
た
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

二



五

三
十
五
歳
未
満
の
大
学
教
員
の
割
合
が
十
五
年
前
の
十
九
％
か
ら
十
三
％
に
減
少
し
て
い
る
よ
う
に
、
大
学
の
若
手
研
究

者
ポ
ス
ト
は
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
立
大
学
に
国
が
交
付
す
る
運
営
費
交
付
金
が
、
自
公
政
権
下
の
五
年
間
で
七
百

二
十
億
円
も
削
減
さ
れ
、
ま
た
、
行
政
改
革
推
進
法
に
よ
る
「
二
〇
〇
六
年
度
以
降
五
年
間
で
五
％
以
上
の
人
件
費
削
減
」

が
国
立
大
学
に
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

六

独
法
研
究
機
関
の
正
規
雇
用
の
若
手
研
究
者
ポ
ス
ト
も
減
少
し
て
い
る
。
独
法
研
究
機
関
と
し
て
最
大
規
模
の
産
業
技
術

総
合
研
究
所
（
産
総
研
）
も
人
件
費
削
減
の
義
務
付
け
に
よ
っ
て
正
規
雇
用
の
研
究
者
が
一
割
減
少
し
、
「
ポ
ス
ド
ク
」
な

ど
任
期
付
き
の
研
究
者
が
倍
増
し
て
い
る
。
独
法
研
究
機
関
の
若
手
研
究
者
ポ
ス
ト
の
減
少
も
、
運
営
費
交
付
金
の
削
減
と

人
件
費
削
減
の
義
務
付
け
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

七

国
立
大
学
法
人
法
案
の
国
会
審
議
に
お
い
て
、
政
府
は
、
平
成
十
五
年
七
月
一
日
の
参
議
院
文
教
科
学
委
員
会
で
、
畑
野

君
枝
議
員
の
「
文
部
科
学
省
が
各
法
人
に
対
し
て
教
職
員
を
増
や
せ
と
か
減
ら
せ
と
か
、
こ
う
い
う
指
示
も
な
く
な
る
わ
け

で
す
ね
」
と
の
質
問
に
対
し
て
「
基
本
的
に
は
定
員
管
理
と
い
う
こ
と
は
し
な
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
行
政
改
革
推
進
法

に
よ
る
人
件
費
削
減
の
義
務
付
け
は
、
事
実
上
、
定
員
削
減
を
強
制
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
定
員
管
理
は
し
な
い
」
と
い
う

法
人
化
の
趣
旨
と
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
。

三



八

博
士
課
程
修
了
者
の
雇
用
を
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
立
大
学
と
独
法
研
究
機
関
へ
の
行
革
推
進
法
の
人
件
費
削
減

の
義
務
付
け
を
撤
廃
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

九

国
立
大
学
が
こ
の
間
に
削
減
し
た
人
件
費
総
額
の
七
百
五
十
八
億
円
を
、
新
た
に
運
営
費
交
付
金
に
上
乗
せ
す
れ
ば
、
若

手
教
員
一
万
五
千
人
の
雇
用
を
増
や
せ
る
。
私
立
大
学
の
教
員
一
人
当
た
り
学
生
数
（
十
九
・
九
人
）
が
国
立
大
学
の
二
・

七
倍
も
あ
る
現
状
を
二
倍
に
下
げ
る
よ
う
に
国
庫
助
成
を
す
れ
ば
、
あ
ら
た
に
三
万
人
の
雇
用
を
増
や
せ
る
。
独
法
研
究
機

関
が
法
人
化
後
に
削
減
し
た
人
件
費
を
元
に
も
ど
せ
ば
、
多
く
の
若
手
研
究
者
ポ
ス
ト
を
増
や
せ
る
。
博
士
課
程
修
了
者
の

就
職
難
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、
国
立
大
学
と
独
法
研
究
機
関
の
運
営
費
交
付
金
を
増
額
し
、
私
立
大
学
へ
の
国
庫
助
成
を

増
や
す
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

十

博
士
課
程
修
了
者
の
就
職
難
を
解
決
す
る
に
は
、
大
学
以
外
の
公
的
部
門
の
専
門
職
に
も
、
博
士
の
採
用
を
広
げ
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。
国
家
公
務
員
や
地
方
公
務
員
の
大
学
院
卒
採
用
枠
を
新
設
し
、
学
校
の
教
師
や
科
学
に
関

わ
る
行
政
職
、
司
書
や
学
芸
員
な
ど
に
博
士
を
積
極
的
に
採
用
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

十
一

博
士
課
程
修
了
者
が
民
間
企
業
で
派
遣
労
働
者
と
し
て
劣
悪
な
待
遇
で
働
か
さ
れ
て
い
る
例
を
紹
介
し
た
い
。
東
京
大

学
で
博
士
号
を
取
得
し
た
Ａ
さ
ん
は
、
独
法
研
究
機
関
で
ポ
ス
ド
ク
と
し
て
四
年
間
研
究
し
、
ア
メ
リ
カ
に
二
年
間
留
学
し

四



た
。
帰
国
し
て
多
数
の
公
募
に
応
じ
た
が
、
研
究
職
に
就
け
ず
、
現
在
、
「
専
門
業
務
」
の
派
遣
労
働
者
だ
。
こ
れ
ま
で
製

薬
会
社
、
大
学
、
家
電
メ
ー
カ
ー
、
試
薬
メ
ー
カ
ー
、
独
法
研
究
所
に
派
遣
さ
れ
て
き
た
。
派
遣
先
の
分
野
も
遺
伝
子
、
電

子
工
学
、
有
機
化
学
、
無
機
固
体
化
学
と
専
門
分
野
と
無
関
係
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
ど
こ
で
も
正
社
員
の
指
示
に
従
う
だ

け
で
、
研
究
の
進
め
方
を
決
め
る
会
議
に
も
参
加
で
き
ず
、
Ａ
さ
ん
が
研
究
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
機
会
す
ら
な

い
。
し
か
も
、
派
遣
先
が
払
う
派
遣
料
の
う
ち
、
Ａ
さ
ん
に
入
る
の
は
五
割
強
。
同
じ
よ
う
に
仕
事
を
し
て
い
る
正
社
員
と

待
遇
を
比
べ
る
と
か
な
り
の
格
差
が
あ
る
。
転
職
し
て
正
社
員
に
な
り
た
い
が
、
四
十
歳
近
い
Ａ
さ
ん
を
雇
っ
て
く
れ
る
と

こ
ろ
は
な
い
と
い
う
。
あ
る
最
大
手
の
技
術
系
派
遣
会
社
に
は
、
Ａ
さ
ん
の
よ
う
な
博
士
号
取
得
者
が
、
五
万
人
も
登
録
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。

政
府
は
、
民
間
企
業
に
お
い
て
、
博
士
課
程
修
了
者
が
派
遣
や
期
間
社
員
と
し
て
劣
悪
な
待
遇
で
働
か
さ
れ
て
い
る
実
態

を
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
民
間
企
業
に
お
い
て
、
博
士
課
程
修
了
者
が
派
遣
や
期
間
社
員
と
し
て
劣
悪
な
待
遇
で
働
か

さ
れ
る
実
態
に
つ
い
て
、
調
査
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

十
二

民
間
企
業
の
研
究
開
発
職
に
し
め
る
博
士
の
割
合
は
三
・
八
％
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
を
十
％
に
引
き
上
げ
る
だ
け
で
三

万
人
以
上
の
博
士
の
雇
用
が
増
え
る
。
博
士
を
派
遣
や
期
間
社
員
で
雇
用
す
る
企
業
に
対
し
て
正
規
職
へ
の
採
用
を
促
す
と

五



と
も
に
、
大
企
業
に
対
し
て
博
士
の
採
用
枠
の
設
定
を
求
め
る
な
ど
、
社
会
的
責
任
を
果
た
さ
せ
る
よ
う
に
、
政
府
が
働
き

か
け
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

十
三

大
学
な
ど
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
よ
う
な
期
限
付
き
資
金
で
研
究
者
を
雇
用
す
る
場
合
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
終
了
に

よ
っ
て
「
使
い
捨
て
」
に
な
る
事
態
は
な
く
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

大
学
や
独
法
研
究
機
関
が
、
期
限
付
き
で
研
究
者
を
雇
用
す
る
場
合
に
、
期
限
終
了
後
の
雇
用
先
の
確
保
を
義
務
付
け
る

制
度
を
確
立
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

十
四

我
が
国
の
大
学
院
生
は
、
諸
外
国
と
比
べ
て
学
費
が
高
い
う
え
、
奨
学
金
も
貧
困
な
た
め
に
、
学
費
を
稼
ぐ
た
め
の
ア

ル
バ
イ
ト
に
よ
っ
て
研
究
に
集
中
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。
全
国
大
学
院
生
協
議
会
の
調
査
に
よ
る
と
、
「
収
入
の
不
足
に

よ
り
研
究
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
」
と
答
え
る
大
学
院
生
が
年
々
増
加
し
、
六
十
四
％
に
達
し
て
い
る
。
欧
州
の
多
く
の

国
は
、
学
部
か
ら
学
費
は
無
償
と
な
っ
て
お
り
、
米
国
も
、
大
学
院
生
の
約
四
割
が
生
活
費
相
当
分
の
支
援
を
受
け
て
い

る
。日

本
学
術
会
議
は
「
大
学
院
博
士
課
程
在
籍
者
を
研
究
職
業
人
と
位
置
づ
け
、
経
済
的
自
立
を
可
能
に
す
る
公
的
財
政
支

援
に
よ
り
、
国
際
的
な
対
等
性
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
」
（
『
日
本
の
展
望－

学
術
か
ら
の
提
言
二
〇
一
〇
』
）
と
提
言

六



し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
経
済
的
自
立
を
可
能
に
す
る
公
的
支
援
策
を
考
え
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

十
五

大
学
院
生
を
対
象
と
す
る
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
無

利
子
奨
学
金
と
返
還
免
除
枠
、
国
立
大
学
の
学
費
免
除
枠
、
私
立
大
学
の
学
費
減
免
制
度
支
援
に
つ
い
て
、
現
在
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
人
数
と
在
学
者
に
占
め
る
割
合
、
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
ど
れ
だ
け
充
実
さ
せ
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

十
六

研
究
費
支
援
で
は
、
若
手
研
究
者
に
一
定
額
の
研
究
費
を
国
が
支
給
す
る
特
別
研
究
員
制
度
を
大
幅
に
拡
充
す
る
必
要

が
あ
る
。
と
く
に
、
博
士
課
程
院
生
に
は
六
・
四
％
し
か
適
用
さ
れ
て
い
な
い
現
状
を
改
善
し
、
二
十
％
ま
で
採
用
を
増
や

す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。
ま
た
、
大
学
院
生
に
給
付
制
奨
学
金
を
創
設
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

十
七

研
究
者
を
志
す
若
者
は
、
高
等
教
育
を
受
け
る
期
間
が
長
く
な
り
、
借
り
る
奨
学
金
も
多
額
と
な
る
。
多
く
の
博
士
課

程
修
了
者
が
、
低
収
入
で
、
返
済
し
た
く
と
も
返
済
で
き
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
博
士
課
程
進
学
者
数

の
減
少
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
状
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
た
め
に
、
奨
学
金
の
返
済
猶
予
の
期
限
が

五
年
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
を
改
め
、
返
済
は
、
年
収
が
一
定
額
（
三
百
万
円
）
に
達
し
て
か
ら
行
い
、
収
入
が
こ
れ
を
下

回
っ
た
場
合
に
は
中
止
す
る
制
度
を
創
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。
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十
八

本
務
校
を
持
た
な
い
、
い
わ
ゆ
る
専
業
大
学
非
常
勤
講
師
は
、
首
都
圏
大
学
非
常
勤
講
師
組
合
の
調
査
に
よ
る
と
、
約

二
万
六
千
人
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
同
調
査
に
よ
る
と
、
七
十
八
％
が
人
文
科
学
系
を
専
門
分
野
と
し
、
平
均
年
齢
は
四
十

五
・
三
歳
、
平
均
年
収
は
三
百
六
万
円
で
四
十
四
％
が
二
百
五
十
万
円
未
満
と
な
っ
て
い
る
。
九
十
六
％
が
職
場
の
社
会
保

険
に
未
加
入
で
、
七
十
五
％
が
国
民
健
康
保
険
、
十
五
％
が
扶
養
家
族
と
し
て
家
族
の
保
険
に
入
っ
て
い
る
。
老
後
は
、
国

民
年
金
（
現
行
月
六
万
八
千
円
前
後
）
だ
け
で
は
暮
ら
し
て
い
け
な
い
と
不
安
を
高
め
て
い
る
。
大
半
の
専
業
非
常
勤
講
師

は
、
複
数
の
大
学
で
「
細
切
れ
掛
け
持
ち
」
パ
ー
ト
（
平
均
三
・
一
校
）
と
し
て
勤
務
し
、
半
分
は
雇
い
止
め
の
経
験
が
あ

る
。
こ
う
し
た
低
賃
金
で
き
わ
め
て
不
安
定
な
雇
用
の
も
と
で
働
く
講
師
に
よ
っ
て
、
大
学
教
育
が
支
え
ら
れ
て
い
る
の

は
、
大
学
の
兼
務
教
員
が
全
体
の
過
半
数
を
超
え
、
本
務
教
員
が
少
な
い
こ
と
に
あ
る
。
私
立
大
学
で
は
、
授
業
の
六
割
近

く
を
非
常
勤
講
師
が
担
当
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
高
学
歴
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
に
よ
っ
て
大
学
教
育
が
さ
さ
え
ら
れ
て
い

る
国
は
、
欧
米
諸
国
に
は
な
く
、
極
め
て
異
常
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
。

十
九

専
業
大
学
非
常
勤
講
師
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
国
公
私
別
に
お
け
る
高
等
教
育
に
お
け
る
非
常
勤
講
師

（
本
務
校
あ
る
な
し
を
区
別
し
て
）
へ
の
依
存
の
実
態
（
人
数
、
コ
マ
数
）
、
賃
金
な
ど
の
労
働
条
件
、
研
究
・
教
育
条
件

（
研
究
室
、
研
究
費
、
コ
ピ
ー
費
、
学
会
出
張
費
、
図
書
館
利
用
な
ど
）
、
専
業
非
常
勤
講
師
の
生
活
実
態
に
つ
い
て
、
調
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査
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

二
十

専
業
の
大
学
非
常
勤
講
師
や
ポ
ス
ド
ク
に
対
し
て
、
常
勤
の
教
員
・
研
究
員
と
の
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の
原
則
に

も
と
づ
く
賃
金
の
引
き
上
げ
、
社
会
保
険
へ
の
加
入
の
拡
大
な
ど
、
均
等
待
遇
の
実
現
を
は
か
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

二
十
一

若
手
研
究
者
育
成
の
危
機
を
う
み
だ
し
た
根
本
的
な
要
因
は
、
大
学
関
係
予
算
が
先
進
国
で
最
低
水
準
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
学
術
、
教
育
の
発
展
は
「
国
家
百
年
の
計
」
で
あ
り
、
将
来
を
み
す
え
た
大
学
へ
の
投
資
こ
そ
、
次

代
を
担
う
若
者
を
育
み
、
二
十
一
世
紀
の
社
会
発
展
に
貢
献
す
る
も
の
と
考
え
る
。
大
学
予
算
を
欧
米
並
み
に
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

で
一
％
程
度
ま
で
引
き
上
げ
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

右
質
問
す
る
。
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